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山路を登りながら

※1 予算状況等により開通時期が遅れることがあります。

※2 用地取得等が順調な場合。

※3 亀山西JCTで今回開通する区間と伊勢方面をつなぐランプウェイは、

2019年度の完成を目指し、鋭意事業を進めています。
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路　線　名

終 点

延 長

道路区分

設計速度

車 線 数

三重県四日市市
(新四日市JCT)

新名神高速道路

三重県亀山市
(亀山西JCT)

22.9km

第１種第１級
（暫定第１種第２級）

120km/h
（暫定100km/h）

６車線
（暫定４車線）

中日本高速道路(株)事業主体

三重県いなべ市
(大安IC)

一般国道475号
東海環状自動車道

三重県員弁郡東員町
(東員IC)

6.4km

第１種第２級

100km/h

４車線
（暫定２車線）
国土交通省

中日本高速道路(株)

三重県四日市市

一般国道477号
四日市湯の山道路

三重県三重郡菰野町

9.0km

第３種第１級
（暫定第３種第２級）

80km/h
（暫定60km/h）

４車線
（暫定２車線）

三重県

○○○○○○　開通区間の概要　○○○○○○
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三重県の観光消費額の予測

4,581億円
※１

4,956 億円

375※２

※２

※１

車で出かけられる環境にある人口1)2)×来訪回数の変化（増加回数）1)

×観光消費額単価1)3)

1) 三重河川国道事務所実施Webアンケート結果より
2) 総務省「国勢調査」（2015年）人口より
3) 観光庁「全国観光入込客統計のとりまとめ状況」（2017年、年間値）2017年値より

観光庁「全国観光入込客統計のとりまとめ状況」（2017年、年間値）2017年値より

（億円／年）

新名神高速道路等開通による
地域別年間生産額の予測

年間約1,550億円増加
※１

1,549
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱「政策研究レポート」（2019年2月）より

関西
(京都・大阪・兵庫)

684億円
[44%]

沿線
(愛知・三重・滋賀)

437億円
[28%]

静岡・神奈川
175億円[11%]

その他(14都県)※２

252億円[16%]

首都圏から関西までの1都2府19県の範囲において、年間約1,550億円の生産額増
加が見込まれ、このインパクトが中長期にわたって継続的に発生する。
　新名神等はものづくり地域である中部圏・近畿圏の生産性向上に繋がる道路とし
て期待される。

「その他(14都県)」は、茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・富山・石川・福井・山梨・
長野・岐阜・奈良・和歌山

※１

※２

新名神・東海環状道今回開通区間

新東名・新名神

東名・名神

東海環状道

東海環状道未開通区間

四日市湯の山道路

その他高速道路ネットワーク

新東名・新名神未開通区間

つながるやん 、みえの道！ ～ものづくり中部を支える道路ネットワークがさらに広がります～

◀ 1 ▶ ◀ 2 ▶
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新名神高速道路・東海環状自動車道への思い

新名神･東環開通

効果検討会議

国土交通省中部地方整備局
中日本高速道路㈱名古屋支社

三　　重　　県
四　日　市　市
鈴　　鹿　　市
亀　　山　　市
い　な　べ　市
東　　員　　町
菰　　野　　町

新名神・東環開通効果検討会議

[2019年1月31日設立]では、国、

高速道路会社、県、沿線市町が一

体となって、新名神高速道路（新四

日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）及び東海

環状自動車道（大安ＩＣ～東員ＩＣ）の

開通効果について検討を行っていま

す。今後、調査検討した内容は、

ホームページや記者発表を通じて

情報発信を行ってまいります。

いなべ市長

日沖 靖
東員町長

水谷 俊郎

　滋賀県と岐阜県に接し三重県の北部

に位置するいなべ市は、四季折々の風

景をみせる鈴鹿山脈と田園風景の広が

るまちです。2019年にはこれからのまち

づくりの拠点となる新庁舎が開庁し、新

たなにぎわいの創出につとめていくなか

で、インターチェンジが開通することは

大きな影響をもたらしてくれることでしょ

う。東海環状自動車道の開通は、本市

に立地する自動車産業を始めとした産

業界のみならず、観光や農業分野に

とっても地域活性化の原動力となること

を期待します。

　東員町は、三重県北部に位置し稲作

を中心とした田園風景が広がる町で、

誰もが健康で生活できる「健康活躍の

まち」、新しい農産物に挑戦し特産品を

作る「稼げるまち」を目指しています。平

成30年度、新名神高速道路が開通す

ることで交通の利便性がさらに向上し、

新たな人の流入による地域の活性化や

地元企業の活性化に大きな期待をして

います。また、東海環状自動車道の全

線開通時にも同様の期待をいたします。

菰野町長

石原 正敬

　菰野町は、鈴鹿山脈の麓の自然豊か

な環境に位置し、都市部へのアクセス

にも恵まれており、自然環境と利便性が

調和した暮らしやすい町です。新名神

高速道路の三重県区間の全線開通、

東海環状自動車道「大安ＩＣ」から「東

員ＩＣ」間の開通により、道路ネットワーク

機能が更に向上し、三重県北勢地域の

活性化を促すと確信しています。当町と

いたしましてもＩＣ周辺への企業誘致、

観光振興等、ストック効果を十分に発

揮し地域の活性化を目指して参ります。

2019年2月

三重県知事

鈴木 英敬
亀山市長

櫻井 義之
四日市市長

森 智広
鈴鹿市長

末松 則子

　三重県は、 日本経済をリードするも

のづくり中部の一翼を担い、 自動車

産業をはじめ強靭で多様な産業が立

地しています。 新名神は、 中部圏と

近畿圏を結ぶ新たな日本の大動脈と

して大きな役割を果たし、 その中間に

位置する三重県の立地ポテンシャル

を飛躍的に向上させます。 さらに広が

る東海環状と一体となって、 産業の

みならず、 伊勢神宮、 伊賀流忍者

などの地域資源を生かした観光文化

交流の更なる発展に期待しています。

　四日市市は、石油化学・半導体など

多様な企業が集積しており、三重県内

における製造品出荷額が第１位となって

います。また、本市には、四日市港があ

り、平成29年の外貿コンテナ取扱個数

が、過去最高を更新し、近年、コンビ

ナートの夜景や大型クルーズ船の来港

など、観光拠点としても活用されていま

す。新名神や東海環状が開通すること

で、東名阪の渋滞の緩和は勿論の事、

関西北陸方面からのアクセス時間が短

縮され、さらなる利便性が向上すること

を期待しています。

　鈴鹿市は、恵まれた自然環境の中に

あり、自動車産業など数多くの企業を有

し、伊勢湾岸地域有数の内陸工業都

市として発展してきました。新名神の三

重県区間が開通し、市内の新たなス

マートＩＣの利用がはじまると、近畿圏と

中部圏のつながりがさらに強くなります。

また、東海環状自動車道と連携すること

で、より広域的な高速道路ネットワークが

確立され、人の交流や物流が今まで以

上に活発になることを期待しています。

　亀山市は、古くより交通の要衝として栄

え、この高い交通拠点性を基盤に多様な

ものづくり産業が立地する内陸工業都市

として発展してきました。新名神高速道路

三重県区間が開通し、亀山西ジャンク

ションが完成することで、東名阪自動車

道の渋滞解消に寄与し、更なる交通拠点

性の強化による産業立地、雇用促進、観

光交流などの発展に期待しています。ま

た、リニア中央新幹線の実現による鉄道・

道路の総合的な交通ネットワークの形成

により、更なる地域ポテンシャルの向上に

ついても期待しています。

表紙写真提供：上 /国土交通省北勢国道事務所　下 /左から 三重県観光連盟・四日市市・三重県観光連盟・トヨタ車体㈱・いなべ市・日本トランスシティ㈱




